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統一地方選まで１カ月

岸田政権警戒の４つの補欠選挙
大
阪
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
影
響
も

統一地方選挙で春の嵐

　

４
月
９
日
か
ら
の
４
年
に
一
度
と
な
る
統
一
地
方
選
ま
で
１
カ
月

後
に
迫
っ
て
き
た
。
解
散
が
な
け
れ
ば
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
日
で

あ
る
２
０
２
５
年
１
０
月
２
１
日
ま
で
国
政
選
挙
が
な
い
こ
と
か
ら

岸
田
政
権
に
と
っ
て
は
安
定
し
た
政
権
運
営
を
行
う
う
で
、
統
一
地
方

選
の
結
果
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
首
都
圏
以
外

に
目
を
向
け
て
も
大
阪
で
は
松
井
大
阪
市
長
が
政
界
を
引
退
す
る
こ

と
か
ら
府
と
市
で
維
新
ト
ッ
プ
を
維
持
で
き
る
か
で
大
阪
の
今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

統
一
地
方
選
の
投
開

票
日
は
、
道
府
県
と
政

令
市
の
首
長
、
議
員
選

挙
は
４
月
９
日
で
、
そ

れ
以
外
の
市
区
町
村
の

首
長
と
議
員
選
挙
は
４

月
２
３
日
に
実
施
さ
れ

る
。
こ
れ
に
加
え
て
岸

田
政
権
が
重
要
視
し
て

い
る
の
が
衆
議
院
の
補

欠
選
挙
で
、
「
結
果
が

今
後
の
政
局
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
て
い
る
。
現
状
で

は
４
月
２
３
日
に
千
葉

県
と
山
口
県
、
和
歌
山

県
の
合
わ
せ
て
４
つ
の

選
挙
区
で
実

施
さ
れ
る
衆

院
の
補
欠
選

挙
に
加
え
て
、

参
院
の
補
欠

選
挙
も
行
わ

れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ

の
結
果
次
第

で
は
、
５
月

１
９
日
か
ら

２
１
日
ま
で

広
島
で
開
催

さ
れ
る
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ

ト
後
の

解
散
総

選
挙
も

現
実
味
を
帯
び
て
く
る

こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
地
方
選
で
は

大
阪
府
は
吉
村
大
阪
府

知
事
の
再
選
は
確
実
だ

が
、
市
に
つ
い
松
井
市

長
の
後
任
を
受
け
て
立

候
補
す

る
大
阪

維
新
の

会
幹
事

長
で
府

議
の
横

山
英
幸

氏
の
得

票
数
に

関
心
が

集
ま
る
。

対
立
候

補
で
は

政
治
団

体
「
ア

ッ
プ
デ

ー
ト
お

お
さ
か
」
か
ら
自
民
党

市
議
の
北
野
妙
子
氏
が

出
馬
表
明
し
、
共
産
党

が
立
候
補
を
見
送
っ
た
。

大
阪
都
構
想
以
来
の
事

実
上
の
維
新
対
自
供
と

な
る
構
図
に
大
阪
万
博

か
ら
Ｉ
Ｒ
へ
向
け
て
の

大
阪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

選
挙
結
果
が
影
響
を
も

た
ら
す
。
選
挙
接
近
か

ら
個
別
で
は
新
た
な
経

済
対
策
に
絡
む
銘
柄
や

イ
ム
ラ
封
筒
（
３
９
５

５
）
や
パ
イ
プ
ド
Ｈ
Ｄ

（
３
９
１
９
）
、
イ
ー
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
（
６
０
５

０
）
な
ど
の
選
挙
関
連

に
注
目
し
た
い
。
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２
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

パウエル発言へ反応確認

　

前
週
の
東
京
市
場
は
３
週
ぶ
り
に
反
発
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
週
末
比
４
７
３
円
高

で
す
。
米
１
０
年
債
利
回
り
が
４
％
台
に
乗
せ

る
な
ど
利
上
げ
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

木
曜
日
ま
で
は
下
値
は
堅
い
も
の
の
、
上
値
の

重
い
展
開
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
高
官

発
言
を
受
け
次
回
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
で
の
大
幅

利
上
げ
へ
の
警
戒
が
後
退
、

米
国
株
が
強

い
動
き
を
見
せ
た
こ
と
で
、

週
末
は
４
０

０
円
を
超
え
る
大
幅
高
に

な
り
ま
し
た
。

日
経
平
均
は
２
万
７
９
０

０
円
台
に
乗

せ
、
約
１
カ
月
続
い
た
ボ

ッ
ク
ス
相
場

を
上
放
れ
て
き
ま
し
た
。

　

週
明
け
は
２
万

８
０
０
０
円
台
乗
せ
か
ら

の
強
調
展
開
を
期

待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

７
日
に
上
院
銀
行

委
員
会
公
聴
会
で
パ
ウ
エ

ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が

発
言
、
週
末
に
は
米
２
月

雇
用
統
計
も
控
え

て
い
ま
す
。
内
容
次
第
で

相
場
に
変
調
を
き
た
す
可
能
性

が
あ
り
、
結
果
を
受
け
た
市
場

の
反
応
を
確
認
し
た
う
え
で
、

バ
リ
ュ
ー
、
グ
ロ
ー
ス
問
わ

ず
値
の
軽
い
中
小
型
株
を

狙
う
考
え
で
す
。 

花
咲 

翁

東
京
通
信
Ｓ
高
で
新
値

仮
想
都
市
空
間
α
版
が
完
成

東京通信の日足チャート

　

週
明
け
２
０
日
、
東

京
通
信
（
７
３
５
９
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
で
昨
年

来
高
値
更
新
。
仮
想
都

市
空
間
「
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ

Ａ
」
の
α
版
が
完
成
し

た
と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｉ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
３
Ｄ

Ｃ
Ｇ
の
技
術
を
活
用
し

て
誰
も
が
思
い
描
く

（
街
づ
く
り
）
が
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
目
指
し
て
お
り
、
正

式
版
リ
リ
ー
ス
に
向
け

て
テ
ナ
ン
ト
誘
致
と
複

数
都
市
開
発
も
進
め
る

と
し
て
お
り
、
本
格
的

な
事
業
化
と
今
後
の
収

益
貢
献
が
期
待
さ
れ
た
。

浜
ゴ
ム
今
期
予
想
保
守
的

　

横
浜
ゴ
ム
（
５
１
０

１
）
が
続
騰
、
昨
年
来

来
高
値
を
更
新
し
た
。

２
２
年
１
２
月
期
の
連

結
営
業
利
益
は
６
８
８

億
５
１
０
０
万
円
（
前

の
期
比
１
７
・
７
％
減
）

と
２
ケ
タ
減
益
な
が
ら

市
場
予
測
を
上
回
り
、

２
３
年
１
２
月
期
は
７

３
０
億
円
（
前
期
比
６
・

０
％
増
）
と
増
益
を
見

込
ん
だ
。
自
動
車
挽
回

生
産
と
円
安
も
寄
与
、

冬
用
タ
イ
ヤ
が
好
調
で
、

高
付
加
価
値
品
拡
販
も

進
み
、
今
期
予
想
は
保

守
的
と
見
ら
れ
て
い
る
。

アップル出尽くし感

 
 

　

ア
ッ
プ
ル
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
２
７
８
８
）
が

大
幅
続
落
。
２
３

年
１
２
月
期
は
連

結
売
上
高
２
１
６

億
６
４
０
０
万
円

（
前
期
比
２
５
・
９
％

減
）
、
営
業
利
益
４
億

８
０
０
０
万
円
（
同
６

７
・
１
％
減
）
を
見
込

ん
だ
が
出
尽
く
し
感
か

ら
売
り
が
優
勢
に
な
っ

た
。
中
古
車
輸
出
の
販

路
拡
大
な
ど
を
進
め
る
。

ツバキナカ黒字も想定内
　

２
１
日
、
ツ

バ
キ
・
ナ
カ
シ

マ
（
６
４
６
４
）

が
大
幅
反
落
。

２
３
年
１
２
月

期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連

結
売
上
収
益
で

８
６
０
億
円
（
前

期
比
８
・
８
％

増
）
、
営
業
利
益

で
９
０
億
円
（
前

期
９
０
億
６
５

０
０
万
円
の
赤

字
）
を
見
込
ん

で
い
る
が
黒
字
は
想
定

内
で
材
料
出
尽
く
し
の

動
き
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の

成
長
の
更
な
る
加
速
、

メ
デ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス

で
の
新
規
市
場
開
拓
な

ど
を
進
め
る
。

ソ
ー
ダ
ニ
ッ
カ
特
別
配
当

　

ソ
ー
ダ
ニ
ッ
カ
（
８

１
５
８
）
が
一
時
ス
ト

ッ
プ
高
。
２
３
年
３
月

期
の
期
末
配
当
予
想
を

修
正
、
１
３
円
の
普
通

配
当
に
１
４
円
の
特
別

配
当
を
加
え
た
計
２
７

円
（
前
年
同
期
１
６
円
）

に
す
る
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。

Ｑ
Ｄ
レ
ー
ザ
は
ソ
ニ
ー
と
協
業

　

Ｑ
Ｄ
レ
ー
ザ
（
６
６

１
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

網
膜
投
影
機
器
「
Ｒ
Ｅ

Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
と
デ

ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ

と
の
セ
ッ
ト
販
売
に
つ

い
て
、
ソ
ニ
ー
と
協
業

契
約
を
結
ん
だ
と
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
、
販

売
増
と
収
益
拡
大
を
期

待
し
た
買
い
を
集
め
た
。

ソ
ニ
ー
関
連
会
社
が
運

営
す
る
国
内
店
舗
で
販

売
す
る
が
、
今
後
、
国

内
直
販
サ
イ
ト
や
米
国

で
の
販
売
も
予
定
。

ウ
イ
ン
テ
ス
貸
出
契
約

 
 

　

ウ
イ
ン
テ
ス
ト
（
６

７
２
１
）
が
急
伸
。
中
国

の
大
手
半
導
体
組
立
・

テ
ス
ト
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
専
門
会
社
と
量

産
向
け
装
置
導
入
を
前

提
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を

目
的
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｄ
ド

ラ
イ
バ
ー
検
査
装
置
の

量
産
工
程
ラ
イ
ン
へ
の

貸
出
導
入
に
つ
い
て
合

意
し
た
と
発
表
し
た
。

ウ
エ
ー
ハ
テ
ス
ト
や
半

導
体
チ
ッ
プ
の
組
立
と

フ
ァ
イ
ナ
ル
テ
ス
ト
を

請
負
う
ほ
か
、
新
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
開
発
や
提
案

な
ど
も
行
う
。
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フルハシＥＰＯはＳ高
１対２株式分割と記念配当

フルハシＥの日足チャート

 
 

　

２
２
日
、

フ
ル
ハ
シ

Ｅ
Ｐ
Ｏ

（
９
２
２

１
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。

３
月
３
１

日
を
基
準

日
と
し
て

１
株
を
２

株
へ
株
式

分
割
、
２

３
年
３
月

期
配
当
に

つ
い
て
期

末
に
設
立
７
５
周
年
記

念
配
当
１
０
円
を
上
乗

せ
年
間
配
当
を
５
０
円

（
前
期
４
０
円
）
に
増

配
す
る
と
発
表
し
た
。

併
せ
て
８
０
万
株
の
公

募
増
資
と
上
限
１
２
万

株
の
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
よ
る
売
り

出
し
を
行
う
と
発
表
、

希
薄
化
は
最
大
１
８
・

５
％
に
な
る
が
、
バ
イ

オ
マ
テ
リ
ア
ル
や
資
源

循
環
処
理
能
力
増
強
に

充
て
る
こ
と
か
ら
、
成

長
投
資
と
し
て
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
た
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
は
株
売
却
報
道

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
７

１
８
２
）
が
大
幅
反
落
。

日
本
郵
政
（
６
１
７
８
）

が
保
有
株
を
売
却
す
る

方
向
で
調
整
に
入
っ
た

と
伝
わ
っ
た
。
規
模
は

１
兆
円
を
超
え
る
可
能

性
が
あ
り
、
年
度
内
の

売
却
を
想
定
。
保
有
比

率
を
６
０
％
程
度
ま
で

引
き
下
げ
、
プ
ラ
イ
ム

市
場
の
上
場
要
件
を
ク

リ
ア
す
る
狙
い
で
、
需

給
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
。

  

ス
マ
ト
バ
リ
ュ
連
携
協
定

　

ス
マ
ー
ト
バ
リ
ュ
ー

（
９
４
１
７
）
が
一
時

ス
ト
ッ
プ
高
。
香
川
県

三
豊
市
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
（
９
４
３
４
）
と
「
三

豊
市
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
宣
言
」
の
実
現
に

向
た
連
携
協
定
を
結
ん

だ
と
発
表
し
た
た
。「
窓

口
業
務
改
革
」
や
職
員

の
業
務
効
率
化
に
な
る

「
働
き
方
改
革
の
促
進
」

な
ど
に
取
り
組
む
方
針

で
、
今
後
、
三
豊
市
を

軸
に
西
讃
地
域
の
広
域

連
携
も
視
野
に
検
討
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
マ
ジ
は
新
イ
ン
ク

　

週
末
２
４
日
、
イ
メ

ー
ジ
・
マ
ジ
ッ
ク
（
７

７
９
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

国
内
初
と
な
る
Ｄ
Ｔ
Ｆ

の
弱
点
を
克
服
し
た
新

イ
ン
ク
、
Ｄ
Ｔ
Ｆ
プ
リ
ン

タ
ー
用
の
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

Ｊ
ｅ
ｔ
ク
リ
ア
イ
ン
ク

を
３
月
か
ら
出
荷
開
始

す
る
こ
と
が
材
料
視
さ

れ
た
。
従
来
の
Ｄ
Ｔ
Ｆ

プ
リ
ン
タ
ー
は
ボ
カ
シ

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
で
は

色
の
薄
い
部
分
に
も
白

イ
ン
ク
を
乗
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
ク
リ
ア
イ

ン
ク
で
は
白
ベ
タ
が
不

要
で
ボ
カ
シ
の
デ
ザ
イ

ン
の
表
現
の
幅
を
拡
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
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３
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 日本株、上放れ！

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は反発し、年
初来高値を更新しました。２月前半
から２万７５００円を挟んで膠着相
場が続いてきましたが、ようやく上
に放れました。
　米国市場はこのところ長期金利の
上昇を受けてダラダラ下げが続いて
きましたが、２日のＳ＆Ｐ５００指
数は一時２００日線を割り込むもの
の、その後は切り返して陽線包み足
となりました。２００日線がサポート機
能を発揮して切り返した意味は大きく、
それが日経平均の上放れに寄与したもの
と思われます。
　１月４日安値（２万５６６１円）と２
月６日高値（２万７８２１円）高値、２
月２２日押し目（２万７０４６円）から
計算される上値ターゲットはＮＴ計算値
が２万８４３１円、Ⅴ計算値が２万８５
９６円、Ｎ計算値が２万９２０６円、Ｅ計

算値が２万９９８１円であり、
ここはトレンドに素直に乗って
いく局面と考えます。

半
導
体
関
連
軒
並
み
高

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
好
決
算
が
刺
激

アドバンテストの日足チャート
　

２
４
日
、
ア
ド
バ
ン

テ
ス
ト
（
６
８
５
７
）

や
デ
ィ
ス
コ
（
６
１
４

６
）
、
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
（
８
０
３
５
）
な

ど
半
導
体
関
連
銘
柄
が

軒
並
み
値
を
飛
ば
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
が
市
場

予
想
を
上
回
る
好
決
算

を
発
表
し
た
こ
と
を
受

け
て
買
い
戻
し
の
動
き

と
な
っ
た
。
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
の
売
上
高
の
伸
び

を
牽
引
し
た
の
は
自
動

車
部
門
で
、
日
本
の
半

導
体
大
手
も
自
動
車
向

け
で
の
拡
大
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

公
開
価
格
の
２
・
３
倍

プ
ラ
イ
ム
ス
ト
ラ
の
初
値

　

２
２
日
に
東
証
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
市
場
に
新
規

上
場
し
た
プ
ラ
イ
ム
・

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（
５
２

５
０
）
が
公
開
価
格
１

３
９
０
円
の
２
・
３
倍

と
な
る
３
１
３
０
円
で

初
値
を
つ
け
た
。
超
高

速
Ｃ
Ｍ
Ｓ
実
行
環
境
を

中
心
と
し
た
製
品
群

「
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｃ
ｋ
」
の
開
発
・

提
供
、
製
品
群
を
用
い

た
Ｗ
ｅ
ｂ 

サ
ー
バ
構

築
・
保
守
運
用
サ
ー
ビ

ス
、
高
速
化
技
術
や
出

願
済
み
知
的
財
産
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
提
供
す
る
。

３
Ｄ
マ
ト
今
期
下
方
修
正

　

ス
リ
ー
・
デ
ィ
ー
・

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
７
７

７
７
）
が
大
幅
続
落
。

２
３
年
４
月
期
の
連
結

営
業
損
益
予
想
を
１
６

億
９
４
０
０
万
円
の
赤

字
か
ら
３
０
億
８
３
０

０
万
円
の
赤
字
（
前
期

２
７
億
３
６
０
０
万
円

の
赤
字
）
に
下
方
修
正

し
た
。
ド
イ
ツ
の
販
売

代
理
店
切
替
手
続
き
に

時
間
が
か
か
り
、
売
上

高
が
計
画
を
大
幅
に
下

振
れ
、
為
替
に
関
連
す

る
コ
ス
ト
負
担
が
損
益

を
圧
迫
し
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
ア
ツ
Ａ
Ｉ
と
連
携

　

週
明
け
２
７
日
、
サ

イ
エ
ン
ス
ア
ー
ツ
（
４

４
１
２
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

提
供
す
る
ラ
イ
ブ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
バ
デ

ィ
コ
ム
」
と
リ
ア
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
の
Ａ
Ｉ

顔
認
証
「
セ
イ
フ
ァ
ー
」

と
の
連
携
機
能
を
４
月

３
日
か
ら
試
験
提
供
す

る
と
発
表
し
た
。
バ
デ

ィ
コ
ム
の
ラ
イ
ブ
キ
ャ

ス
ト
機
能
使
用
時
に
映

像
セ
イ
フ
ァ
ー
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
解
析
、
人

物
の
特
定
が
可
能
に
な

り
、
警
備
、
鉄
道
、
小

売
な
ど
安
全
の
確
保
が

必
要
な
現
場
で
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
映
像
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
と
し
て
い
る
。

 

タ
ス
キ
需
給
悪
化
懸
念

　

タ
ス
キ
（
２
９
８
７
）

が
急
落
。
公
募
に
よ
る

２
０
０
万
株
の
新
株
発

行
と
上
限
３
０
万
株
の

オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ

ン
ト
に
よ
る
売
出
し
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
を
受
け
、
稀
薄
化

と
需
給
悪
化
懸
念
か
ら

売
り
が
か
さ
ん
だ
。
発

行
済
株
式
総
数
に
対
す

る
増
資
に
よ
る
増
加
株

式
数
は
最
大
で
１
９
・

５
％
に
達
す
る
。
手
取

り
概
算
約
２
４
億
円
は

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
・
運
営
す
る
子
会

社
へ
の
投
融
資
資
金
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
レ
ジ
デ
ン
ス
事

業
な
ど
の
開
発
に
充
て

る
。

アイルは上方修正
　

ア
イ
ル
（
３
８
５

４
）が
ス
ト
ッ
プ

高
。
同
社
は
２
４
日

の
取
引
終
了
後
、
２

３
年
７
月
期
の
業

績
予
想
の
修
正
を

発
表
、
連
結
売
上
高

で
１
４
１
億
円
か
ら
１

５
０
億
円
（
前
期
比
１

５
・
９
％
増
）
へ
、営
業

利
益
で
２
４
億
円
か
ら

３
１
億
円
（
同
４
７
・
６

％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
半
導
体
不
足
に
よ
る

サ
ー
バ
ー
機
器
の
納
品

遅
延
の
影
響
の
解
消
な

ど
が
当
初
の
予
想
を
上

回
り
、
堅
調
に
推
移
し
た

た
め
。
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企業観察

新規需要開拓急速に進む

デジタル軸にした新成長ステージへ

ＤｍＭｉＸ（７３５４）

　

ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク

ス
（
７
３
５
４
）
は

２
３
年
１
２
月
期
に

つ
い
て
、
売
上
収
益

３
６
０
億
円
（
前
期
比
３
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
５
８
億
円
（
同
０
・
５
％
増
）

と
見
込
ん
だ
。
２
２
年
１
２
月
期
の
連

結
決
算
は
１
４
・
５
％
増
収
、
２
０
・

７
％
営
業
増
益
で
上
場
来
２
期
連
続
で

最
高
業
績
を
更
新
し
た
こ
と
か
ら
発
射

台
が
高
く
、
今
期
は
次
の
成
長
へ
の
踊

り
場
に
な
る
が
、
前
期
ま
で
収
益
を
押

し
上
げ
て
き
た
コ
ロ
ナ
関
連
需
要
の
剥

落
を
カ
バ
ー
し
て
の
増
収
増
益
で
あ
り
、

新
分
野
の
需
要
の
取
り
込
み
が
急
速
に

進
む
こ
と
に
な
る
。

　

前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
な
ど
コ
ロ
ナ
関
連
需
要
が
売
上
収

益
の
約
１
０
％
、
営
業
利
益
の
約
２

５
％
を
占
め
て
い
た
。
た
だ
、
「
通
信

は
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
で
緩
や
か
な

が
ら
成
長
が
続
き
、
生
産
性
向
上
と
医

療
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
新
規
分
野
の

伸
び
で
カ
バ
ー
で
き
る
」
（
小
林
祐
樹

社
長
＝
写
真
）
と
計
画
達
成
に
自
信
を

見
せ
る
。
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
を
軸
に
し

た
新
し
い
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
移
行
が

始
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
中
心
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
ギ
フ
ト
な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

領
域
で
新
規
開
拓
が
進
展
。

マイクロアドＳ高最高値
台湾越境ＥＣ支援事業で提携

　

２
８
日
、

マ
イ
ク
ロ

ア
ド
（
９

５
５
３
）

が
ス
ト
ッ

プ
高
で
最

高
値
更
新
。

台
湾
現
地

法
人
が
越

境
Ｅ
Ｃ
支

援
の
ス
タ

ー
フ
ィ
ー

ル
ド
と
提

携
し
た
と

発
表
し
た
。

日
系
企
業
の
Ｅ
Ｃ
事
業

の
台
湾
進
出
で
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

し
て
お
り
、
今
後
の
収

益
貢
献
を
期
待
し
た
買

い
を
集
め
た
。

藤
商
事
需
給
悪
化
懸
念

　
藤
商
事
（
６
２
５
７
）

が
急
反
落
。
自
己
株
式
を

活
用
し
た
第
三
者
割
当

に
よ
る
行
使
価
額
修
正

条
項
付
き
新
株
予
約
権

を
発
行
す
る
と
発
表
し

た
こ
と
で
、
需
給
の
悪
化

を
懸
念
さ
れ
た
。
潜
在
株

数
は
１
５
０
万
株
で
、
希

薄
化
率
は
６
・
７
。
手
取

り
概
算
２
２
億
７
９
０

０
万
円
は
ス
マ
ー
ト
パ

チ
ン
コ
・
パ
チ
ス
ロ
の

研
究
開
発
費
に
充
て
る
。

あ
わ
せ
て
東
証
自
己
株

式
立
会
外
買
付
取
引
で

１
５
０
万
株
（
自
己
株
式

を
除
く
発
行
済
み
株
数

の
６
．
７
０
％
）
、を
取
得

し
た
と
発
表
し
た
が
、
反

応
は
限
定
さ
れ
た
。

 

ク
シ
ム
Ｗ
ｅ
ｂ
３
で
協
業

　
ク
シ
ム
（
２
３
４
５
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
連
結
子

会
社
の
チ
ュ
ー
リ
ン
ガ

ム
が
暗
号
資
産
で
フ
ル

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｉ 

Ｖ
Ｃ
ト
レ
ー
ド
と
Ｗ
ｅ

ｂ
３
領
域
に
お
け
る
協

業
を
目
指
し
業
務
提
携

を
す
る
と
発
表
し
た
こ

と
が
好
感
さ
れ
た
。

 

 

味
の
素
上
方
修
正
と
消
却

　

１
日
、
味
の
素
（
２

８
０
２
）
が
急
伸
。
２

３
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
純

利
益
で
８
３
０
億
円
か

ら
９
０
０
億
円
（
前
期

比
１
８
・
９
％
増
）
へ

上
方
修
正
し
た
。
固
定

資
産
（
遊
休
資
産
）
の

売
却
益
計
上
な
ど
が
要

因
。
同
時
に
３
月
２
７

日
に
７
１
９
万
８
１
０

０
株
（
消
却
前
の
発
行

済
株
式
の
総
数
に
対
す

る
割
合
１
・
３
４
％
）

の
自
己
株
式
を
償
却
す

る
と
発
表
し
た
。

Ｅ
イ
ン
フ
ィ
連
日
Ｓ
安

　

ア
ー
ス
イ
ン
フ
ィ
ニ

テ
ィ
（
７
６
９
２
）
が

連
日
の
ス
ト
ッ
プ
安
。

３
月
１
６
日
を
基
準
に

１
株
を
４
株
に
株
式
分

割
す
る
と
発
表
し
た
が

下
げ
止
ま
る
気
配
は
な

い
。
目
標
に
し
て
い
た

「
６
月
ま
で
に
時
価
総
額

６
０
０
億
円
」
の
達
成

と
急
騰
の
反
動
に
加
え
、

２
７
日
か
ら
は
信
用
規

制
が
か
り
利
益
確
定
の

動
き
が
続
い
た
。

安
永
ガ
リ
ウ
ム
向
け
採
用

　

安
永
（
７
２
７
１
）

は
ス
ト
ッ
プ
高
。
ワ
イ

ヤ
ソ
ー
が
次
世
代
の
パ

ワ
ー
半
導
体
向
け
新
材

料
の
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
向

け
加
工
設
備
と
し
て
、

ノ
ベ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
採
用
さ

れ
た
と
発
表
し
た
。
酸

化
ガ
リ
ウ
ム
は
結
晶
の

成
長
速
度
が
速
く
、
高

耐
圧
で
省
エ
ネ
の
電
力

変
換
・
制
御
用
半
導
体

と
し
て
有
望
視
さ
れ
る
。

ロームなどテスラ急落で
　

２
日
、
ロ
ー

ム
（
６
９
６
３
）

や
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２

０
）
な
ど
半
導

体
関
連
株
が
売

ら
れ
た
。
ナ
ス

ダ
ッ
ク
時
間
外

取
引
で
テ
ス
ラ

が
急
落
し
た
こ

と
を
嫌
気
。
テ

ス
ラ
は
投
資
家

向
け
説
明
会
で

次
世
代
「
Ｅ
Ｖ
」

に
言
及
し
た
が
、

詳
細
を
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｖ

の
本
格
普
及
が
遅
れ
る

と
の
懸
念
が
関
連
銘
柄

売
り
に
繋
が
っ
た
。

大
チ
タ
値
上
げ
伝
わ
る

 
 

 
 

　

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
５
７

２
６
）
が
急
反
発
。
ス

ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の
２
３

年
度
国
内
価
格
交
渉
が

引
き
上
げ
る
方
向
で
お

お
む
ね
決
着
し
た
と
伝

わ
っ
た
。
上
げ
幅
は
前

年
度
比
３
０
％
程
度
に

な
る
よ
う
で
、
東
邦
チ

タ
ニ
ウ
ム
（
５
７
２
７
）

も
高
い
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

２
万
８
０
０
０
円
抜
け
へ

大幅増収で小売りも

　

週
末
３
日
の
東
京
市
場
は
日
経
平

均
で
４
０
０
円
超
高
と
大
幅
に
反
発

し
ま
し
た
。
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
連
銀
の

カ
シ
ュ
カ
リ
総
裁
が
ピ
ー
ク
金
利
を

１
２
月
見
通
し
を
５
・
４
％
か
ら
引

き
上
げ
る
可
能
性
に
言
及
す
る

な
ど
タ
カ
派
的
な
発
言
が
相
次

い
で
い
ま
し
た
が
、
２
日
に
は

ボ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
ト
ラ
ン
タ
連

銀
総
裁
が
夏
の
利
上
げ
停
止
の

可
能
性
に
言
及
し
た
こ
と
で
金

利
上
昇
へ
の
過
度
な
不
安
が
一

気
に
後
退
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

安
心
す
る
の
は

早
計
で
す
が
、

日
経
平
均
で
は

年
初
か
ら
の
揉

み
合
い
ゾ
ー
ン

上
限
を
超
え
て

２
万
７
９
０
０

円
台
に
乗
せ
上

放
れ
の
動
き
で

す
。
今
週
末
に
は
２

２
５
先
物
オ
プ
シ
ョ

ン
の
メ
ジ
ャ
ー
Ｓ
Ｑ

を
控
え
て
い
ま
す
が
、

ロ
ー
ル

オ
ー
バ

ー
も
進

ん
で
い

る
こ
と

か
ら
目

先
は
需
給
面

の
不
安
は
あ

り
ま
ん
の
で
、

２
万
８
０
０

０
円
抜
け
に
向
か
い
そ
う
で
す
。

　

個
別
で
は
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク
や
東

エ
レ
ク
の
ハ
イ
テ
ク
の
一
方
で
フ
ァ

ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
な
ど
内
需
も

買
い
進
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
月
の
月

次
売
上
高
が
軒
並
み
大
幅
増
収
で
、

消
費
の
力
強
さ
が
買
い
安
心
感
に

繋
が
り
ま
し
た
。
Ｈ
２
Ｏ
テ
ー
リ

テ
イ
リ
ン
グ
は
高
値
を
更
新
し
三

越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な

ど
も
派
手
さ
は
な
い
も
の
の
上
昇

基
調
と
な
っ
て
お
り
、
小
売
り
が

引
き
続
き
狙
え
そ
う
で
す
。

　

素
材
で
は
昨
報
の
大
阪
チ
タ
ニ

ウ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
５
７
２

６
）
が
続
伸
と
な
り
、
２
５
日
線

抜
け
と
な
れ
ば
更
な
る
戻
り
が
期

待
で
き
そ
う
で
す
。
東
光
高
岳
（
６

６
１
７
）
は

急
伸
後
と
あ

っ
て
利
益
確

定
売
り
が
続

い
て
い
ま
す
が
、

押
し
は
浅
く
、

少
し
日
柄
調
整

が
必
要
で
し
ょ

う
。
Ｇ
Ｓ
ユ
ア

サ
（
６
６
７
４
）

も
２
４
０
０
円

台
で
の
揉
み
合

い
を
経
て
次
の

動
き
に
期
待
。

Ａ
Ｉ
ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
は
Ｓ
高

東
北
大
と
次
世
代
Ａ
Ｉ
共
同
研
究

ＡＩｉｎｓｉｄｅ
　　　の日足チャート

　
２
日
、
Ａ
Ｉ
ｉ
ｎ
ｓ

ｉ
ｄ
ｅ
（
４
４
８
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
東
北

大
学
吉
田
和
哉
研
究
室

と
月
面
・
宇
宙
な
ど
極

限
環
境
で
稼
働
す
る

「
高
耐
久
・
高
性
能
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
次
世

代
型
Ａ
Ｉ
」
の
共
同
研

究
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
こ
と
で
、
早
期
実

用
化
を
期
待
し
た
買
い

を
集
め
た
。
一
部
報
道

で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と

で
朝
方
か
ら
買
い
が
先

行
し
て
い
た
が
、
正
式

発
表
を
受
け
値
幅
制
限

い
っ
ぱ
い
ま
で
買
わ
れ

た
。
宇
宙
進
出
を
加
速

さ
せ
、
気
候
変
動
や
人

口
爆
発
、
食
糧
危
機
な

ど
世
界
規
模
の
社
会
課

題
の
解
決
、
人
類
社
会

の
進
化
へ
の
貢
献
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

ファストリ２月大幅増収

 
 

 
 

　

週
末
３
日
、

フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ

（
９
９
８
３
）

が
続
伸
。
２
月

の
月
次
売
上
高

は
、
直
営
店
＋

Ｅ
コ
マ
ー
ス
で

前
年
同
月
比
２

５
・
５
％
増
、

既
存
店
＋
Ｅ
コ

マ
ー
ス
で
同
２

１
・
３
％
増
と

な
っ
た
。
気
温

が
高
く
推
移
し

た
こ
と
で
、
春

物
商
品
や
新
生
活
需
要

を
捉
え
た
商
品
が
順
調

に
立
ち
上
が
っ
た
。

サ
イ
ボ
ウ
ズ
井
村
氏
大
株
虫
に

 
 

 
 

　

Ｃ
Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
（
４

７
７
６
）
が
急
反
発
、

昨
年
来
高
値
を
更
新
し

た
。
３
月
２
５
日
に
開

催
す
る
定
時
株
主
総
会

の
招
集
通
知
で
個
人
投

資
家
の
井
村
俊
哉
氏
が

２
・
１
６
％
（
９
９
万

２
０
０
０
株
）
を
保
有

す
る
第
８
位
の
大
株
主

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
を
受
け
、

需
給
へ
の
思
惑
か
ら
買

い
が
向
か
っ
た
。
三
井

松
島
を
は
じ
め
井
村
氏

の
保
有
銘
柄
は
軒
並
み

上
昇
し
て
い
る
。

ヘ
リ
オ
ス
追
加
試
験
合
意

 
 

 
 

 

　

ヘ
リ
オ
ス
（
４
５
９

３
）
が
急
反
発
。
体
性

幹
細
胞
再
生
医
薬
品
Ｈ

Ｌ
Ｃ
Ｍ
０
５
１
に
つ
い

て
、
急
性
呼
吸
窮
迫
症

候
群
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
）
を

対
象
と
す
る
承
認
申
請

で
医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

と
相
談
、
デ
ー
タ
補
強

に
必
要
な
追
加
臨
床
試

験
の
概
要
で
一
定
の
合

意
が
得
ら
れ
た
と
発
表

し
た
。
主
要
評
価
項
目

は
２
８
日
間
の
う
ち
人

工
呼
吸
器
を
装
着
し
な

か
っ
た
日
数
と
し
て
い

る
。
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厳選

活躍期待活躍期待銘柄

動画活用したＤＸで躍進へ

今６月期２４％営業増益見込む

（５１２５）ファインズ

大幅黒字転換でＰＥＲ５倍台

合同製鐵（５４１０）

配当利回り５％超え権利取り

　

合
同
製
鐵
（
５
４
１
０
）
は
好

決
算
発
表
受
け
急
伸
の
あ
と
、
５

日
線
を
下
値
支
持
に
水
準
を
切
り

上
げ
最
高
値
更
新
、
青
空
相
場
を

一
段
高
へ
進
ん
で
き
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
対
応

し
た
販
売
価
格
引
き
上
げ
が
順
調

に
進
む
一
方
、
原
料
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
価
格
の
調
整
局
面
が
長
引
き
、

コ
ス
ト
改
善
が
想
定
以
上
に
進
捗
、

２
３
年
３
月
期
第
３
四
半
期
は
連

結
営
業
損
益
９
１
億
４
８
０
０
万

円
の
黒
字
（
前
年
同
期
２
４
億
９

０
０
０
万
円
の
赤
字
）
に
浮
上
、

通
期
予
想
を
７
５
億
円
の
黒
字
か

ら
１
２
５
億
円
の
黒
字
（
前

期
２
６
億
９
７
０
０
万
円
の

赤
字
）
に
上
方
修
正
し
た
。

大
幅
黒
字
転
換
に
伴
い
、
期

末
配
当
を
７
０
円

か
ら
倍
増
の
１
４

０
円
に
引
き
上
げ
、

年
間
配
当
を
１
９

０
円
（
前
期
無
配
）

と
し
た
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｒ
は
５
倍

台
の
低
水
準
で
配

当
利
回
り
は
５
％

を
超
え
、
３
月
期

末
に
向
け
権
利
取

り
の
買
い
が
下
値

を
支
え
る
こ
と
に

な
る
。　
　

（
さ
）

 

　
フ
ァ
イ
ン
ズ
（
５
１
２
５
）
の

株
価
は
２
月
１
３
日
に
１
１
１
１

円
ま
で
突
っ
込
ん
だ
あ
と
は
出
直

る
動
き
に
な
っ
て
き
た
。
２
月
２

０
日
に
１
６
４
４
円
ま
で
短
期
急

騰
し
た
こ
と
で
、
目
先
的
な
利
食

い
売
り
に
押
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

２
５
日
線
や
５
０
日
線
の
１
４
０

０
円
近
辺
は
狙
え
そ
う
だ
。

　

企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
へ
向
け
て
動
画

を
中
心
に
「
付
加
価
値
の
向
上
」

と
「
業
務
の
効
率
化
」
の
両
輪
を

行
う
「
動
画
を
起
点
と
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
」
を
展
開
す
る
。

主
力
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
Ｖ
ｉ
ｄ

ｅ
ｏ
ク
ラ
ウ
ド
」
の
導
入
社

数
は
２
５
０
０
社
に
迫
る
勢

い
。

　

２
３
年
６
月
期
は
売
上
高

で
２
９
億
７
９
０

０
万
円
（
前
期
比

１
４
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
で
７
億

３
５
０
０
万
円

（
同
２
４
・
３
％

増
）
と
大
幅
増
収

増
益
を
見
込
む
。

Ｖ
Ｒ
／
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
技
術
を

活
用
し
た
疑
似
展

示
場
動
画
な
ど
の

拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。　
　

　
（
と
）
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チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
エイチワン（５９８９） ＥＬＥＭＥＮＴＳ（５２４６）

レノバ（９５１９） リクルートＨＤ（６０９８）

　２月１０日の安値２０３０円を底に２５
日線越えまで上昇するも再び売りに押され
る。２月６日に発生した御前崎港バイオマ
ス発電所建設工事における労働災害事故も
重石で２０００円割れから下げ加速懸念。

　２月２日に最高値１２７５円をつけてか
ら調整続くが、押しは浅く上昇してきた２
５日線を下値に出直り歩調。オンライン本
人確認サービスの成長性を織込み、高値奪
回から一段高へ。信用規制も解除される。

　３Ｑ減益着地を失望、マド空け急落のあ
とも５日線に上値を抑えられ下値模索続く。
底割れ状態で押し目買いに積み上がった信
用買い残も重荷。大勢下降トレンドのなか
当面３０００円近辺までの下落も。

　ＰＢＲ０．２倍が評価され２月１３日の
５９４円を底に一気に２５日や５０日線を
突破。昨年１１月２５日の６７０円や２月
１日の６６６円を抜ければ２０年１２月高
値９２６円を目指すが、でなければ調整へ。
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株街往来
星野三太郎の

～株主優待の意義～
 

　

３
月
決
算

企
業
の
権
利
付
き
最
終
日
が

２
９
日
に
迫
り
、
配
当
や
優

待
内
容
で
銘
柄
を
選
別
す
る

方
が
多
い
と
思
う
。

　

高
配
当
銘
柄
を
買
っ
て
多

く
の
現
金
を
貰
う
ほ
う
が
良

い
だ
ろ
う
が
、
優
待
を
実
施

し
て
い
る
企
業
か
ら
自
社
商

品
な
ど
が
贈
ら
れ
て
く
る
と

少
し
嬉
し
い
気
分
に
な
り
、

そ
の
銘
柄
を
持
ち
続
け
よ
う

と
思
っ
た
り
す
る
か
ら
長
期

保
有
を
促
す
意
味
で
優
待
制
度
重
要
な
施
策
だ
と
思
う
。

　

た
だ
、
大
和
総
研
調
査
に
よ
る
と
株
主
優
待
の
実
施
企

業
数
は
２
０
１
９
年
で
頭
打
ち
と
な
り
、
足
元
で
は
株
主

優
待
の
新
設
企
業
数
を
廃
止
企
業
数
が
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
。
「
公
平
な
利
益
還
元
の
た
め
」
が
廃
止
理
由
と
し

て
多
い
そ
う
だ
が
、
よ
く
よ
く
考
え
た
ら
優
待
を
受
け
て

喜
ぶ
の
は
個
人
投
資
家
だ
け
で
あ
り
、
機
関
投
資
家
や
外

国
人
投
資
家
に
と
っ
た
ら
そ
の
分
を
配
当
と
し
て
貰
う
ほ

う
が
良
い
だ
ろ
う
。

　

投
資
家
に
と
っ
て
良
い
銘
柄
は
買
っ
た
翌
日
か
ら
株
価

が
上
昇
し
て
利
益
確
定
で
き
る
こ
と
。
含
み
損
が
で
て
仕

方
な
く
長
期
保
有
す
る
投
資
家
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の

会
社
を
応
援
す
べ

く
長
期
保
有
す
る

投
資
家
も
存
在
す

る
。
そ
の
意
味
で

は
優
待
を
実
施
す

る
企
業
が
増
え
て

ほ
し
い
。

宝塚歌劇団がミュージカルで

 

カプコン

「大逆転裁判１＆２」を上演「大逆転裁判１＆２」を上演

　
カ
プ
コ
ン
（
９
６
９
７
）
の
人

気
ゲ
ー
ム
シ
リ
ー
ズ
「
逆
転
裁
判
」

か
ら
「
大
逆
転
裁
判
１
＆
２
」
が
、

宝
塚
歌
劇
団

に
よ
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
作

品
と
し
て
、

今
年
７
月
に

大
阪
、
８
月

に
神
奈
川
で

そ
れ
ぞ
れ
公

演
さ
れ
る
。

　

今
回
の
原

作
と
な
る
「
大

逆
転
裁
判
１

＆
２
」
は
、
１
９
世
紀
末
、
明
治

時
代
の
日
本
と
倫
敦
（
ロ
ン
ド
ン
）

を
舞
台
に
、
主
人
公
、
成
歩
堂
龍

ノ
介
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。

カ
プ
コ
ン
と
宝
塚
歌
劇
団
と
の
連

携
は
２
０
０
９
年
に
公
演
さ
れ
た

「
逆
転
裁
判‐

蘇
る
真
実‐

」
を
皮

切
り
に
「
逆
転
裁
判
」
シ
リ
ー
ズ

を
原
作
に
３
作
、
「
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ
」
シ
リ
ー
ズ
を
原
作
に
１
作

の
計
４
作
が
上
演
さ
れ
、
い
ず
れ

も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

今
作
は
宙
組
公
演
と
し
て
上
演

さ
れ
、
脚
本
・
演
出
は
宝
塚
歌
劇

団
演
出
家
の
鈴
木
圭
氏
が
手
掛
け
、

主
演
に
は
今
後
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
男
役
・
瑠
風 

輝
氏
を
配
し

て
い
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

「桜もちっとドーナツ」全４種期間限定で

桜のうつろいをイメージダ
ス
キ
ン

桜もちっとドーナツ

 

　ダスキ
ン（４６６
５）が運営
するミスタ
ードーナツ
は‟桜のう
つろい”を
イメージし
た「桜もち
っとドーナ

ツ」全４種を期間限定で販売している。
　桜の季節の訪れを知らせるつぼみから、五
分咲き、満開、そして葉桜までのうつろいを
表現。もちっとした食感の桜風味の生地をき
なこシュガーでやさしく包んだ「つぼみ」、桜
風味のホイップと桜色のストロベリーチョコ
をあしらった「五分咲き」、桜フレークチョコ
で桜の風味を存分に味わう「満開」、桜葉の香
りと塩味がアクセントの桜葉入りのうぐいす
風あんで芽吹く若葉を表現した「葉桜」と「桜
のうつろい」をイメージした４種類を用意し
ている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

米Ｓ＆Ｐ５００は過大評価
日本株も重要な局面迎える?

中
銀
サ
ポ
ー
ト
過
去
の
も
の
に

ミタチ産業の日足チャート

　米国では
金融引き締
めへの警戒
感が高まっ
ている。
　米金利先
物の値動き

から市場の金融政策見通しを測る「フェドウオ
ッチ」によればターミナルレート（利上げの最
終到達点）は６月の米連邦公開市場委員会（Ｆ
ＯＭＣ）において５．２５～５．５０％に達す
るとの見通しだ。その後は２０２３年末までそ
の水準を維持すると見込まれており、米連邦準
備理事会（ＦＲＢ）が２２年１２月のＦＯＭＣ
で示した２３年末に５．００～５．２５％とす
る政策金利見通しを上回る。
　欧米金融機関の間では後発組による金融政策
の見通し修正が相次ぐ。これまでは３月に２５
ｂｐの利上げを実施し、ターミナルレートは４．
７５～５．００％と見込んでいた。ＪＰモルガ
ンは２月２７日付リポートで「歴史は、現在の
実質金利の水準ではＳ＆Ｐ５００のマルチプル
（想定倍率）が２．５倍過大評価されているこ
とを意味している」と指摘。
　ここ数カ月におけるバリュエーションの拡大
には日銀と中国人民銀行による資産拡大の影響
が大きかったといい、先行きは日銀が政策修正
方向にあることや３月から欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）が量的引き締め（ＱＴ）を開始すること、
米英の中銀がＱＴを継続していることを踏まえ

ると、
中銀に
よる株
式市場
へのサ
ポート
は「過
去のも
のとな
る可能
性が高

い」との見
解を示した。
　米１０年
債国債利回
りから市場
が織り込む
将来の予想
インフレ率
（ブレーク・
イーブン・
インフレ率
＝ＢＥＩ：
１０年）を
差し引いて
算出した実
質金利は２
月に上昇に
転じ、その
一方でＳ＆
Ｐ５００のＰＥＲはピークアウト感があ
ることから、この傾向に拍車がかかる可
能性がある。
　米長期金利は３．９８％と昨年１１月
以来の高水準だ。２月初めには３．５％
を下回っていが、１カ月足らずで０．５
％あまり水準を切り上げ、節目の４％が
目前となっている。
　米雇用統計やインフレ指標の上振れに
よる金利の上昇と連動して米株相場は下
げ基調となった。ダウ平均は２月に月間
で４％下落し、多くの機関投資家が運用
指標とするＳ＆Ｐ５００種株価指数は２
％あまり下げた。Ｓ＆Ｐ５００種（２８
日は３９７０）は長期のトレンドを示す
２００日移動平均（２８日時点で３９４
０）を割り込めば、円安で底堅い日本株
にも売り圧力が強まる。重要な局面を迎
えることになる。
　潮流銘柄はミタチ産業（３３２１）、
スズデン（７４８０）、ナ・デックス（７
４３５）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

米
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
大
幅

 
 
 
 
 
 

利
上
げ
の
可
能
性

２
万
８
０
０
０
円
超
え
る
と
動
き
拡
大

米
２
月
雇
用
統
計
に
注
目

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
４
７
３
円
高
と
３
週
ぶ
り
に
週

足
陽
線
と
な
っ
た
。
こ
こ
数
週
間

は
２
万
７
５
０
０
円
を
挟
ん
で
も

み
合
い
が
続
い
て
い
た
が
、
米
国

株
高
と
１
３
７
円
台
ま
で
進
ん
だ

円
安
を
好
感
し
２
万
８
０
０
０
円

に
迫
る
上
昇
と
な
っ
た
。

　

金
曜
日
は
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
の
上
昇
に
よ
り

日
経
平
均
が
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
に

比
べ
上
昇
し
た
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
は
昨
年
１
１
月
の
高
値
（
２
０

２
３
・
３
９
）
ま
で
あ
と
２
ポ
ン

ト
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
今
回
の
上

昇
は
バ
リ
ュ
ー
株
優
位
は
変
わ
っ

て
な
い
。
金
曜
日
の
上
昇
は
昨
年

８
月
の
高
値
を
起
点
と
す
る
上
値

抵
抗
ラ
イ
ン
を
抜
け
て
き
た
た
め
、

売
り
方
の
買
戻
し
が
上
昇
に
弾
み

を
付
け
た
感
じ
は
す
る
。
金
利
上

昇
過
程
で
の
株
高
に
は
違
和
感
も

あ
る
が
、
市
場
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で

ば
ら
撒
か
れ
た
資
金
が
ま

だ
ま
だ

余
剰
資

金
と
し

て
滞
留

し
て
い

る
と
い

う
こ
と

だ
ろ
う
。

　

近
頃

の
相
場

は
米
国
の
連
銀
理
事
の
発
言
に

よ
り
左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
が
、
や
は
り
注
目
は
１
０

日
の
米
２
月
雇
用
統
計
発
表
だ

ろ
う
。
１
月
の
雇
用
統
計
は
予

想
外
の
強
さ
だ
っ
た
が
２
月
も

失
業
率
３
・
５
％
や
新
規
雇
用

が
３
０
万
人
超
と
か
で
発
表
さ
れ

る
と
、
２
１
日
～
２
２
日
の
米
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
大
幅
利
上
げ
の
可
能
性

も
出
て
く
る
た
め
一
気
に
警
戒
感

は
広
が

ろ
う
。

パ
ウ
エ

ル
Ｆ
Ｒ

Ｂ
議
長

は
従
来

か
ら
株

価
を
下

落
さ
せ

て
も
イ

ン
フ
レ

を
抑
制

す
る
と

言
っ
て

い
た
の

で
楽
観
は
禁
物
で
あ
る
。
幸
い
発

表
は
週
末
な
の
で
金
曜
日
の
３
月

Ｓ
Ｑ
に
は
直
接
大
き
な
影
響
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

今
週
は
メ
ジ
ャ
ー
Ｓ
Ｑ
週
な
の

で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
調
整
を
巻
き
込
ん

で
相
場
が
動
き
や
す
い
週
と
な
る
。

先
週
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
２
万

８
０
０
０
円
を
超
え
て
く
る
と
コ

ー
ル
売
り
の
ヘ
ッ
ジ
買
い
が
入
る

可
能
性
も
あ
り
、
動
き
が
大
き
く

な
り
そ
う
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ト
で

は
も
み
合
い
離
れ
と
な
っ
て
い
る

一
段
高
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
Ｓ
Ｑ
値
決
定
後
の
雇
用
統

計
警
戒
売
り
に
も
注
意
し
た
い
。

　

今
週
は
２
万
７
５
０
０
円
～
２

万
８
４
０
０
円
を
想
定
す
る
。

               

　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記者の視点

相場見通し

強
い
国
内
消
費
も
支
援

引
き
続
き
高
配
当
銘
柄
物
色

 

　

日
経
平
均
で
は

長
ら
く
２
万
７
５

０
０
円
を
中
心
と

し
た
揉
み
合
い
に

終
始
し
て
い
た
が
、
３
月
第
１

週
の
東
京
市
場
は
週
末
３
日
に

急
伸
と
な
り
２
万
７
９
０
０
円

台
に
乗
せ
る
動
き
と
な
っ
た
。

　

米
商
務
省
が
２
月
２
４
日
に

発
表
し
た
１
月
の
実
質
個
人
消

費
支
出
が
２
１
年
３
月
以
来
の

大
幅
な
伸
び
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
を
受
け
て
米
国
の
利
上
げ
が

長
期
化
す
る
と
の
懸
念
が
高
ま

っ
て
い
た
が
、
２
日
に
は
米
ア

ト
ラ
ン
タ
地
区
連
銀

の
ボ
ス
テ
ィ
ッ
ク
総

裁
が
「
イ
ン
フ
レ
が

減
速
し
な
け
れ
ば
利

上
げ
を
継
続
す
る
用

意
が
あ
る
」
と
述
べ

る
一
方
で
「
利
上
げ

の
停
止
点
に
近
い
か

も
知
れ
な
い
」
と
述

べ
た
こ
と
で
過
度
な

利
上
げ
観
測
懸
念
が

後
退
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
高
と
と
も
に

上
値
追
い
と
な
っ
た
。

　

ボ
ス
テ
ィ
ッ
ク
氏

は
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
の
投
票
権
を

持
た
な
い
こ
と
か
ら
今
回
の
発

言
で
金
利
上
昇
へ
の
懸
念
が
払

拭
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
主
要
３

指
数
が
落
ち
着
き
を
見
せ
た
こ

と
が
安
心
感
に
繋
が
っ
た
。
国

内
に
目
を
向
け
て
見
る
と
フ
ァ

ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
９
９

８
３
）
の
既
存
店
＋
Ｅ
コ
マ
ー

ス
が
前
年
同
月
比
２
１
・
３
％

増
と
な
る
な
ど
小
売
り
各
社
の

２
月
月
次
売
上
高
が
軒
並
み
好

調
な
内
容
と
な
っ
た
こ
と
も
支

援
材
料
と
な
っ
た
。
日
経
平
均

で
は
２
月
以
降
、
２
万
７
８
０

０
円
を
超
え
る
と
戻
り
売
り
に

押
さ
れ
る
展
開
が
続
い
て
い
た

が
、
こ
の
水
準
を
突
破
し
た
こ

と
を
で
今
週
は
２
万
８
０
０
０

円
突
破
へ
の
期
待
が
高
ま
ろ
う
。

　

今
週
は
７
日
に
パ
ウ
エ
ル
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
が
半
期
に
一
度
の
金

融
政
策
報
告
書
に
つ
い
て
の
証

言
が
行
い
、
８
日
に
２
月
Ａ
Ｄ

Ｐ
雇
用
統
計
、
１
０
日
に
２
月

雇
用
統
計
も
控
え
て
お
り
、
引

き
続
き
こ
れ
ら
内
容
で
米
国
の

金
利
動
向
が
変
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
国
内
で
は
９
日
か
ら

日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
が
開

か
れ
、
１
０
日
に
黒
田
総
裁
が

最
後
の
会
見
に
挑
む
。
今
回
は

無
風
通
過
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
、

３
月
末
へ
向
け
て
高
配
当
銘
柄

物
色
が
続
き
そ
う
だ
。

今週のスケジュール

 

・７日 中国2月貿易収支
　　　 パウエルFRB議長､米上院銀行委員会
　　　 公聴会で半期に一度の金融政策報告
　　　 書について証言
・８日 2月景気ウォッチャー調査
　　　 米2月ADP雇用統計
　　　 米1月貿易収支
　　　 米1月JOLT求人件数
　　　 パウエルFRB議長､米下院金融サービ
　　　 ス委員会で半期に一度の金融政策報
　　　 告書について証言
・９日 日銀金融政策決定会合(〜10日)
　　　 中国2月消費者物価、中国2月生産者
　　　 物価
　　　 バイデン大統領は2024会計年度(23年
　　　 10月-24年9月)の予算教書を公表
・10日 黒田日銀総裁会見
　　　 メジャーSQ算出日
　　　 米2月雇用統計
・13日 1-3月期法人企業景気予測調査
・14日 米2月消費者物価
・15日 1月17・18日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合議事要旨
　　　 2月訪日外客数
　　　 中国2月小売売上高、中国2月工業生
　　　 産、中国2月都市部固定資産投資
　　　 米3月NY連銀製造業景気指数
　　　 米2月小売売上高、米2月生産者物価
・16日 2月貿収支
　　　 1月機械受注
　　　 ECB定例理事会(ラガルドﾞ総裁会見)
・17日 1月第三次産業活動指数
　　　 米2月鉱工業生産･設備稼働率
　　　 米3月ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ指数

編 

集 

後 

記

　

梅
の
花
が
各
地
で
満
開
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
梅
の
開
花

時
期
は
１
月
か
ら
３
月
と
長
く
、

真
冬
の
最
も
寒
い
時
期
に
春
が

近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
風
物
詩
で
、
花
言
葉
は
不

屈
の
精
神
と
高
潔
。
鑑
賞
を
目

的
に
作
ら
れ
た
花
梅
と
梅
干
し

や
梅
酒
な
ど
の
実
を
収
穫
す
る

た
め
の
実
梅
が
あ
る
が
、
区
別

は
あ
い
ま
い
で
、
鑑
賞
を
楽
し

め
、
な
お
か
つ
良
い
実
が
獲
れ

る
花
梅
と
実
梅
を
両
立
し
て
い

る
品
種
も
あ
る
と
い
う
。

　

市
場
は
米
金
利
動
向
に
耐
性

が
つ
い
て
き
た
と
感
じ
る
。
経

済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
鎮
静
化
を

両
立
す
る
ノ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


